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学芸員になるまでのキャリアに関する一考察
－学芸員22人のインタビュー調査より－
法政大学キャリアデザイン学部教授金山喜昭
物館ではホームページ上において、キュレータや
ディスプレイ・デザイナーらが自らの職務の内容
や感想、次のキャリアへのステップについての抱
負などを述べている(7)。また、イギリスの博物館
協会（MuseumAssociation)(8)では博物館職員
の技能を向上させるための多彩な研修や、博物館
職員の就職'情報を公開するように、キャリアの開
発に積極的である。
はじめに
博物館学芸員講座を開講する国内の大学は毎年
増加して300校に及ぶといわれる。その数字が意
味することは、履修希望者が安定化して人気があ
るためである。受講理由は、博物館が好きだから
将来は学芸員になりたいという者、あるいは「何
となく面白そうだから」という理由で履修する学
生などのように実態は多様である。理由はともあ
れ、受講生が増えることは決して悪いことではな
い。そうした人気の背景には、学芸員を志す人た
ち向けの案内書(1)や、学芸員が自らの仕事を紹
介する出版物(2)や、現職の学芸員がブログなど
を通じて自らの仕事の様子を公開することによ
り、若者に学芸員に関する情報が増加しているか
らであろう。今や学芸員は若者に人気の職種の一
つだといえる。
欧米では、日本のように博物館職員になるため
の手引用的な出版物(3)のほかに、JaneRGlaser
らの研究のように、キュレータを含めた博物館に
関する全ての職種の人たちのインタビュー調査に
基づいたキャリアの研究が行われている(4)し、
Kilgourらは、博物館の資質の向上のために職員
の個人レベルのトレーニングから組織全体までを
取り込んだ改善のための手法を開拓している(5)。
博物館における女性の雇用状況の歴史的な経緯に
触れて、その待遇改善や役割が述ぺられているも
の(6)などもあり、日本に比べて博物館で働く人
たちのキャリア研究が進んでいる。イギリスの博
1．目的と方法
ジョン・ホランド（JohnLHolland）は、個人
の興味やパーソナリティと職業との間に相関`性を
見出し、両者の一致の程度が高ければ職業生活の
満足度も高いことを示すという、「六角形モデル」
を提起したことで知られる(9)。その背景には、個
人が何に興味や関心を持つかは、その人の生活歴
と関わることが多く、それは職業の選択について
も同じ事がいえるというものである('0)。具体的
には、個人の職業的興味を６つに分類し、それに
６種類の職業的な環境が対応するというものであ
る。これを学芸員という職業に適応すれば、学芸
員になる人には、それに必要とされる能力やパー
ソナリティは独自の生活歴に関するパターンがあ
るという仮説が成り立つ。
本稿は、学芸員('１）を対象にして、その人たち
の生活歴やパーソナリティを分析して仮説の妥当
'性を検証してみたい。その上で、学芸員の就職は
狭き門であるが、彼らはどのようにして学芸員と
して就職したのだろうか、就職を実現させるため
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いた。しかし、開館して１年半後に異動になり国
分寺跡の整備事業を12年間担当した。その後、大
学院時代の恩師から、Ｙ市で歴史博物館をつくる
ので学芸課長としてこないかという転職の誘いが
あった。公務員から財団職員になることに対して
迷ったが、新しい博物館づくりに魅力を感じて転
職した。新しい職場では新館開館後も、希望して
いた学芸業務よりも組織運営に時間をとられる結
果となった。しかし、転職したことを後,海せず、
博物館界ではその博物館を素材にして、歴史博物
館のあり方について発言をしていくことにやり甲
斐感をもっている。
のポイントがあるとすれば、それは何であるかに
ついても明らかにしたい。
方法は、全国の博物館、美術館、科学館などの
学芸員22名にインタビュー調査を実施した。主な
質問の項目は次の通りである。
○博物館の種類・`性別・職位・生年
○子ども時代の興味や関心事は何だったか？
○職業（学芸員以外の初職を含めて）の方向`性を
決める上で影響を受けた人がいるか。それはどの
ような人か？
○進学や大学での専攻理由は何か？
○大学生活をどのように過ごしたか？
○どのようにして学芸員になったか？
○学芸員としての仕事の内容、その中での「やり
がい」や「つらさ」は何か？
○仕事のなかで最も関心のあることは何か？
○学芸員を目指す人たちへのアドバイス
２．インタビュー調査をした学芸員の経歴
概要
財団歴史博物館男性学芸課長1946年生
小学校の社会科の授業で、町の様子を描いた地図
等に興味を持つ。中学では地理の授業で更に興味
関心を持ち、実際に調べてみようと思うようにな
る。高校で熱心な教師に出会い、地理や歴史を深
く勉強したいと思い、関西の私立大学の文学部史
学科に進学した。大学には高校の卒業生で、日本
古代史を専攻する助教授がいたことから、日本古
代史を専攻した。学生時代には、奈良に下宿しな
がら、大学の友人の実家でグローブ作りの見習い
を10ヶ月経験するが、そこで「被差別部落」につ
いての現実を知る。また奈良国立文化財研究所の
飛鳥藤原宮の発掘調査所で３年間アルバイトをし
た。そこで調査員たちの古代史に関する活発な議
論に触発されて大学院に進学した。就職は、文化
庁の専門職採用試験で、奈良国立文化財研究所の
試験を受けたが不採用であった。しかし、出身県
の高校教員の採用試験に受かり、文化財保護課に
配属されて、４年間、新幹線の関係の発掘調査を
担当後、県立歴史博物館設立の準備室で４年間働
県立総合博物館男性学芸部長1948年生
子どもの頃から、自然と触れ合うことが好きであ
った。小学５年生でボーイスカウトに参加し、中
学でもボーイスカウト中心の生活を送った。高校
時代はリーダースカウトを務めた。ワンダーフォ
ーゲルを通じて山にも親しむ。大学は、山好きで
あったことから、国立大学の農学部林学科に進む。
しかし、学生運動のために勉強する環境に恵まれ
なかった。授業が少なかったことから、当時始ま
った自然保護の市民運動に参加した。卒業後、市
立自然博物館に就職した。最初に博物館の教育普
及活動のマネージャーになるが、その後に植物の
自然担当学芸員になる。植物に関する知識や経験
不足の壁にぶつかったが、克服して標本の取り扱
いができるようになる。就職17年目に、新しい博
物館を作りたいと思い、県立総合博物館の開設準
備室に学芸員として転職する。６年間、開館に向
けて様々な準備活動を行うなかで同僚たちと議論
したことが契機となり、博物館学にも関心をもつ
ようになった。
財団歴史博物館男性参事1948年生
子どもの頃には、自宅に浪曲師などの旅役者が巡
業で泊まるという環境に育ち、芸能が好きであっ
た。歌手を目指して上京しようとするが、思いを
叶えることができなかった。大学は社会学部に進
学する。将来は放送関係のスタッフを志望して、
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県立美術館男性普及課長1951年生
小学生の時から美術が好きであった。卒業制作で
はアートディレクターになり創作活動を指揮す
る。親が教育熱心であったことから、父親の意向
に従い科学者になることが運命づけられた。しか
し、大学受験では親の反対を押し切り、国立大学
の文学部を受験して美術史を専攻した。その後、
フランスの大学院に進学して博士号の取得を目指
すが、父親の病気のために帰国する。フランスの
美術館の活動に刺激をうけて、美術館の研究員の
途を志し、県立美術館に就職する。しかし、理想
とするフランスの美術館と現実の職場環境とのギ
ャップに直面して退職も考えるが、恩師のアドバ
イスにより思いとどまる。その後、美術館の仕事
に慣れてきた頃に、新館準備の仕事にもたずさわ
るようになる。そこで理想とする美術館づくりに
精力を傾ける。新館の完成後は、その普及課長と
なる。
放送局でアルバイトする。学生運動の時代の中で
就職することに罪悪感をもっていたところ、大学
教員からアメリカに渡ることを誘われる。アメリ
カで働きながら学校に通う生活を送るが、そこで
差別社会の現実を目の当たりにする。２年後に帰
国したが、日本でも差別の実態を知るようになり、
人権団体の事務局を10年以上務める。その後、進
学塾の英語講師や、通信教育で「学芸員資格」を
取るなどして、人権問題を専門にする歴史博物館
のリニューアル・オープンにあわせて就職した。
私立楽器博物館女性室長1948年生
子どもの頃からピアノを習うが、将来は音楽の教
師になることを志し、音楽大学に進学する。その
大学の楽器博物館に出入りしていたことが契機と
なり、卒業後に博物館の職員になる。在職中に聴
講生として他大学の学芸員課程を受講して「学芸
員資格」を取る。自館の資料整理などを精力的に
実施する。しかし、学内の労使紛争に嫌気がさし
て１０年後に退職する。大学勤務で知り合いになっ
た古楽器の会社が私設の楽器博物館をつくること
になり、その立ち上げを任されて、５年後に開館
きせる。ＩＣＯＭ（国際博物館会議）に出席するた
め毎年のように海外に出かけて、世界中の楽器
(太鼓）を精力的に収集している。
財団歴史博物館男性事業企画課長1952年生
小学３年生の頃に父親に買ってもらった「西遊記』
を読み、その世界を旅してみたいと憧れる。高校
時代にはノンフィクションに興味をもち、ジャー
ナリストを目指す。大学進学は、探検に憧れてい
たことから、探検部をもつ大学に進学する。大学
３年生の時に仲間とユーラシア大陸を車で走破し
た。東洋史を専攻する。就職は、新聞社を受験し
たが不合格であった。しかし、指導教授の紹介に
より区立郷士資料館の準備室に非常勤として勤務
する。翌年、新聞社の採用試験を再び受験するつ
もりでいたが、準備室での学芸業務に興味をもち
５年間勤める。その後、財団法人博物館の建設準
備室に転職して８年間の準備を経て開館させる。
開館後は特別展を担当するが、海外派遣研究員と
して１年間アメリカで調査活動を行い、その研究
成果を展覧会として発表する。２０年以上の勤務を
経て、博物館のプロデューサ役として活躍する。
財団科学博物館男性学芸部長1949年生
自然が豊かな港町に生まれる。子どもの頃から海
や生物が好きであった。小学１年生の時に都内の
小学校に転校する。大学受験の浪人中には、デパ
ートのアルバイトにより社会経験をしたことが、
その後の人生にとって為になったという。大学は
海洋学科に進学する。卒業後は魚市場に就職する
が、その新人研修中に船や海洋に関する財団博物
館の職員採用を知り転職する。職場では最初に顧
問の専門家から船に関する個人講義を１ヶ月間受
ける。３年後に宇宙科学博覧会に派遣されて日本
館の展示ブースを担当した。博物館に戻ってから
は、常設展示を大幅に変えたり、特別展などの改
革に携わる。
財団スポーツ博物館女性学芸員1952年生
小学生の頃からスポーツ観戦やスポーツが好きで
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あった。大学では英米文学を専攻し、スポーツ部
に入部する。「フランス革命」に関するゼミに所
属し、教職員免許を取得する。卒業後は、民間企
業に就職するが、１年９ヶ月で会社を辞め、聴講
生として大学に戻る。そのときに、「学芸員資格」
を取得する。聴講生時代に半年間、フランスに語
学留学するが、そこで博物館が市民生活の一部に
なっていることを実体験する。聴講生の修了直後
に、大学の学芸員資格の担当教員の推薦により、
スポーツ博物館に学芸員として就職する。その後
に博物館のリニューアル・オープンにも携わる。
物専門の市立博物館の建設委員の紹介により、３４
歳の時に博物館準備室に採用される。「開かれた
博物館作り」を積極的に推進する。
市立青少年科学館男性学芸員1954年生
小学生低学年の頃から「ものづくり」が非常に好
きであった。小学５年生の頃に理科の教員であっ
た父親から望遠鏡や顕微鏡を買ってもらう。中学
では科学部に入部しながら、科学技術館のサイエ
ンス倶楽部にも入会するなど科学少年であった。
高校では天文部に入部する。将来は天文学者にな
ることを志すが、その養成機関が１日帝大系などの
限られた大学であることを知り断念する。浪人し
て理科系の私立大学に進学する。昼間は医科大学
の技術補助員として働きながら、夜間に大学で物
理学を学びながら天文部にも入る。就職は教員採
用試験を受けるが不合格となり、天体望遠鏡を製
作する中小企業に勤める。３年後にプラネタリウ
ムに転職して20年ほど勤務するが、親会社の経営
不振による閉鎖のために、市立の科学館に46歳の
時に転職をする。市民にプラネタリウムの番組づ
くりを指導するなどユニークな科学館活動を行っ
ている。
財団美術館男性学芸課長1952年生
中部地方の城下町の和菓子屋の子として生まれ
る。父親が日本画を描くことが好きであったこと
から、子どもの頃から絵画に関心をもつ。昆虫や
天文にも興味をもっていたことから、進路は理科
系を目指すが数学が苦手であったので進路を変更
する。高校の美術の教師の鑑賞教育に影響をうけ
て、美術史を勉強することを志す。その時に将来
は美術館のようなところで働くことを希望する。
大学は文学部史学科に進学し、「修験道」につい
て卒論を書く。卒業後は、学芸員課程の担当教員
の紹介により神社博物館の学芸員になる。しかし
神官と同じ勤務をするなど、理想と現実のギャッ
プを痛感する。そのまま退職まで在職するつもり
でいたが、８年後に知り合いの紹介により、都内
の財団美術館に学芸員として転職する。
区立美術館男性学芸員1955年生
子どもの頃から絵を描くことが好きであった。小
学生５年生の頃に近所の友達と漫画の同人会を作
り同人誌を発行したこともある。低学年の頃に小
学校の教師から体罰を受けたことから学校嫌いに
なる。しかし、中学では生徒の個性を尊重する新
卒の教師や美術教師にめぐり合い精神的に救われ
る。大学受験の時期に大病をしたことが契機とな
り、`悔いのない人生を送るために最も好きな絵を
描く途を志す。美術大学に進学し卒業後は美術製
作会社に就職する。就職した年には美術団体の展
覧会に出品して入選したことから画商がつくよう
になる。絵を描くことで生計の目途が立ちそうに
なったが、画商の言いなりに描く事に辛言を感じ
てそれを絶つ。就職３年後に、地元に公立美術館
の設立予定があることを区で発行する広報紙で知
市立自然博物館男性学芸員1952年生
子どもの時から生き物に非常に興味を持ってい
た。また遺跡を見学したことから考古学にも関心
をもつ。小学６年生の頃に大学生や社会人からな
る蝶類愛好会に入会する。そのメンバーの一員の
大学生との交流関係（読書、山登りなど）が、そ
の後の人生に影響を及ぼす。しかし昆虫採集で生
き物を殺すことに不条理を感じて、それ以後、昆
虫趣味から手を引く。２０歳前後の数年間モラトリ
アムを経験する。２５歳で大学に入学し卒業後、私
立校の教員になるが５年で退職する。その後、生
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や先輩から研究や教育面での影響を受ける。大学
院に進学して森林生物学を専攻するが、大学院の
重圧や研究上の行き詰まりなどが原因で、１ヶ月
ほど引きこもり周囲と音信不通になる。修了後は、
出身県の県立高校の教員になる。県立自然博物館
の開館にともない、博物館に異動希望を出して教
員在職12年後に異動した。最初の８年間は資料課
に配属され、その後に企画課に移る。企画展や海
外調査に携わる。
り、履歴書を役所に持参する。偶然に担当職員の
目に留まり論文・面接試験により採用される。開
館後の美術館では、これまでの美術館の枠から抜
け出した新しい美術館活動を目指したワークショ
ップや野外観察会などを実施する。また文化関係
の財団法人にも参画して全国の美術館を対象にし
た普及運動なども行っている。
市立歴史博物館男性館長補佐1956年生
小学６年生の時に最愛の母親が病没する。中学で
はサッカーに熱中して傷心から立ち直る。社会科
の教師が歴史研究者でもあり、教科書を使わない
独自の地域史の授業に感銘を受ける。高校では郷
土研究部に入部して民俗調査をする。クラブの先
輩で教師をしながら研究者として活躍している人
にも,憧れる。その影響で、教師の出身大学の文学
部史学科に進学する。大学では大学図書館でアル
バイトをしながら歴史地理を学ぶ。また博物館学
の授業を通じて博物館に魅力を感じる。城下町の
都市プランについて卒業論文を書く。卒業後は、
郷里の市役所の一般行政職の採用試験を受けて合
格し、学芸員として配属される。博物館では、そ
れまでの東京の美術館の移動展を変更して、地域
の文化をテーマにした展覧会を始めた。１１年後に
博物館から教育委員会に異動して文化財行政を担
当し、重要文化財の建造物の指定や整備を担当す
る。７年後に再び博物館に着任し、財団法人の事
務局を担当する。２年後に博物館の学芸係長に就
任し、さらに２年後に副館長になる。友の会を復
活させ、市内の10以上にのぼる関連する博物館を
一体的に運営する構想を計画する。
財団美術館男性学芸員1957年生
高校の国語の授業で柳宗悦の生き方を学び感銘す
る。中学生から歴史好きであったことから、大学
では東洋文化を専攻する。近代史のゼミは民衆史
をテーマにしたものであったが、そこで再び柳宗
悦を発表のテーマにしたことで、民藝運動にも関
心をもつ。大学３年生の時から、所縁の美術館で
アルバイトをするようになり、就職を希望する。
しかし、卒業後に採用予定がなかったことから、
文学館の採用試験を受けて内定をうけるが、やは
り第一希望の美術館の就職を捨てきれずに辞退し
たところ、まもなくして美術館に学芸員補として
採用が決まる。就職10年後ぐらいから、企画展に
携わることができるようになる。それ以後、多く
の展覧会を手がける。
市立歴史民俗資料館男性学芸員1963年生
中学の時は理科が好きであった。しかし、高校１
年の時の担任が地理学の研究者で、教科書を使わ
ない独自の授業を受けたことに感銘して、地理・
歴史・考古学に興味が移る。実弟が古墳の発掘を
やっていたこともあり、大学は文学部で考古学を
専攻する。卒業論文は埴輪に関するもので、大学
院でも同様のテーマで修士論文を書く。大学院修
了後、学芸員の一般採用試験を受けて合格する。
歴史民俗資料館の開館に向けた準備作業に携わ
り、２年後に開館する。入館者数が毎年減少化す
る状況を改善するために３年後に常設展をリニュ
ーアルする。捨てられる運命にあった昭和の資料
に着目して展覧会を開催したところ全国的に大き
県立自然博物館男性学芸員1956年生
農家の長男として生まれる。自然と生活が共生す
る循環型の生活環境で育つ。自然が豊かであった
が、特別自然が好きというわけではなかった。将
来は農家を継ぐつもりでいたが、親戚の人から広
い知識を身につけた方がよいといわれて、農業学
校でなく普通科の高校に進学した。大学では環境
問題に関心をもち生態調査などを行う。指導教授
1９１ 
Hosei University Repository
な反響があった。その路線を継承しながら、さら
に８年後からは高齢者を対象にした回想法を導入
するなど、地域博物館の新しい可能性に挑戦して
いる。
持ちを絶つことができなかった。５年後ぐらいか
ら、仕事が軌道にのってきたことや、夫の助言に
より、学芸員を天職と思えるようになった。
公立歴史博物館女性学芸グループリーダー
1969年生
指定校推薦により私立大学の文学部史学科に進学
し、西洋史（アルゼンチン）を専攻する。大学時
代に学芸員実習先の日本民藝館に感動して、学芸
員に興味を持つ。また４年生で初めてインド旅行
をし、そこで植民地問題や地域格差を目の当たり
にし、「植民地下のインドの社会の変容」という
テーマで卒論を書く。就職を希望せず、イギリス
の大学院でミュージアム・スタディを学ぶ。帰国
後、展覧会の企画会社でフリーとして２年働き、
大手の展示企画会社契約社員として、５年間展示
の基本構想や博物館調査などを手がけた｡その後、
国立博物館の非常勤研究員となり５年間、展示の
来館者調査などを担当して、イギリスで学んだ理
論を実践活動によってフィードバックを試みた。
2000年から民間会社が運営する公立歴史博物館の
学芸系のグループリーダーになる。
県立歴史博物館男性学芸員1964年生
小学２．３年の頃から父親と二人で京都や東京の
国立博物館の特別展を見学した。小学生の時に地
元の少年合唱団に入り高校まで続ける。指導者は
国立大学教育学部の教授であったが、その人のナ
ショナリズム歴史観に疑問をもち様々な歴史書を
読むようになる。将来は好きな歴史を活かした社
会科の教員を志す。地元の国立大学の共通一次試
験に不合格となり、第二希望の私立大学の史学科
に進学する。大学では古代史の部活動で「続日本
紀』を１年生の時から購読する。考古学にも関心
をもち地元の発掘に参加するが、考古学研究所の
所長の助言により考古学を断念する。大学院では
継続して古代史を専攻し、古代王権の山野河海支
配について修士論文を書く。さらに博士課程に進
学し６年間在籍する。その後、古代史専攻の研究
者として県立博物館に就職する。初仕事は、風土
記の調査や写本撮影、当時の歴史景観の復元や特
別展を担当する。その後に県立博物館の新館建設
の準備作業に携わる。
市立郷土博物館女性学芸員1970年生
子どもの頃は、家で本を読むことが一番好きであ
った。都内の小学校に転校するが、そこでいじめ
に遭う。いじめから回避するために私立中学に進
学する。中高一貫校であったことから、琴のクラ
ブで６年間活動する。顧問の教員が日本史の担当
であったが、教科書を使用しない独自の授業に感
銘をうけて、大学は史学科に進学した。大学では
日本近世史を専攻し、市史編纂室で資料整理のア
ルバトをする。大学４年生の時から学芸員課程を
受講するが、それまで博物館にほとんど関心がな
かった。しかし、市史編纂の資料整理の経験によ
り、自治体で行われる古文書調査の仕事に興味を
もつようになった。その後、民俗学の授業で紹介
された市立博物館の建設準備の資料調査に参加し
て準備室とのつながりができたことから、非常勤
のアルバイトとして資料整理を継続する。大学院
私立歴史博物館女性学芸員1965年生
小学生から中学生の時に考古学に関心があった。
中学校の校庭が遺跡で発掘を体験した。また、小
学５．６年の担任教師の指導で、勉強が不得意な
クラスメートを面倒みたことから「教える」こと
にやりがいを感じて、将来は小学校の教師になる
ことを志す。教員を目指すために大学の教育学部
に進学する。そこで日本近世史を専攻し、ゼミで
古文書調査や解読をするうちに近世史研究の面白
さを実感する。就職は、教員採用試験を受けるが
不合格となり挫折感を味わう。しかし、指導教授
から「古文書が読める学芸員」の募集があること
を知らされ、その紹介により採用試験を受けて合
格する。しかし、採用後もしばらく教員志望の気
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していた博物館長に誘われて、私設博物館の学芸
員として開館の準備段階から働き始める。学芸員
一人で、ボランティアと協働しながら昭和文化の
発信地としての活動を精力的に行っている。
３．学芸員のインタビュー調査の結果
２２人の学芸員をインタビュー調査した結果は、
次の通りである。なお、引用者は所属博物館と
(生年）を示す。
に進学するが１年生のときに、学芸員の一般公募
採用試験があり受験して合格する。博物館ではボ
ランティアなどを担当する。
市立歴史博物館男性学芸員1972年生
小学生の頃には図鑑をよく見て、自分なりのオリ
ジナルな図鑑をつくった。ものを集めることも好
きでジュースの王冠などをよく集めた。また両親
がよく国立科学博物館に連れて行ってくれた。中
学生になると歴史や遺跡にも関心が広がるように
なった。私立中学・高校の６年間は新聞部で「捨
てられない紙面づくり」を目指して活躍する。大
学の付属校であったことから、－番関心を持って
いた西洋史を第一希望にするが、語学の点数が足
りずに第二希望の考古学専攻に進学する。大学1
年生の時に、縄文時代の集落遺跡の発掘に携わる
一方、４年間、塾の講師をする。塾では教育方法
について多くのことを学んだ。また大学では博物
館学の授業で学芸員を知り、将来は博物館に関わ
りをもつ職業を志す。卒業後は地元の市役所の嘱
託職員として発掘をするが、一年後に市職員採用
試験を受験して合格する。配属先が博物館になる
が、まもなくして発掘調査を兼務する。地元の自
然や文化遺産を守るNPO活動にも参画する。
(1)子ども時代の興味・関心
最初に学芸員の仕事に関連すると思われる子ど
も時代の興味や関心について質問した。ここでい
う子ども時代とは、小学生から高校生までのこと
で、回答では７歳から17歳頃までのほぼ10年間の
思い出が述べられた。
その結果、２２人中20人が、専門分野に関するこ
とに興味をもっていたことが分かった。残りの２
名は不明である。自然博物館の学芸員は自然や生
き物が好きで、歴史博物館の人たちは考古学や歴
史、楽器博物館の人は音楽、美術館の人たちは絵
を描くことや鑑賞することが好きであったという
ものである。また青少年科学館（プラネタリウム）
の学芸員は天文好きの少年であった。多くの人た
ちは、様々なスポーツをやり、読書や友達と遊ん
だ思い出をもち、必ずしも特定のことだけに関心
をもっていたわけではない。しかし、子ども時代
の様々な経験の中でも、好きであったことが学芸
員の仕事につながっていくことは注目すべきであ
る。そのいくつかの具体例は次の通りである。
私立歴史博物館女性学芸員1975年生
中学１年から３年生まで英語の私塾に通ってい
た。子どもの頃の大きな出来事は、２年生の時に
英語の研修でアメリカに１０日間行ったことであ
る。高校２年の時には自分の好きな英語を使う仕
事をしたいと思った。大学進学は英語学科を希望
する。「国際学科」を志望することを進路指導で
担任教師に話すが、「流行だからね」といわれて
気力が失せたという。しかし、司馬遼太郎の『竜
馬がゆく』を読んで坂本竜`馬に憧れ、日本をもっ
と知りたいと思うようになり、大学の日本文化学
科に進学する。在学中に海外研修でモースコレク
ションを調査するために１ヶ月半ほどアメリカに
行く。卒論は生活改善運動をテーマに書く。就職
は出版社を希望していたが、大学で非常勤講師を
市立青少年科学館学芸員（1954)：
「小学校５～６年の頃に父親が望遠鏡と顕微
鏡を買ってくれたんです。父親は理科の自然
地理の教員をやっていたんです。買ってもら
った望遠鏡で月を観たり惑星を見たりして、
それが高じて中学校は科学部に入りました」
区立美術館学芸員（1955)：
「子どもの頃からやっぱり絵が好きだったで
すね。絵を描くのが好きで、暇さえあれば描
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いて。小さいときは本当にお絵かきだったん
ですけども、小学生ぐらいになりましたら漫
画ですね。友達と漫画の同人会を作っていま
した｡」
市立歴史博物館学芸員（1956)：
「高校で、むくむくと頭をもたげてきたのが
風土研究部だったんです。風土研究部は考古、
歴史民俗っていう班に分かれていまして、考
古は人がいっぱいだったもんですから、民俗
の班に入りまして、今度はそっちに熱中する
ということで、２年３年と文化祭のときに発
表したんです」
先生に影響受けましたね。冬の時間は寒いの
で、スライドの時間だった。２年間ほど、冬
になると自分で作ったスライドで西洋美術史
と日本美術史を全部やってくれて。それはす
ごくてね、今でもいい思い出ですよ」
市立歴史博物館学芸員（1956)：
「中学のときの先生ですね。社会科を３年間
された先生ですが、非常に面白いユニークな
先生でした。当時中学の先生たちは結構今と
違って、社会科なら社会科の先生たちが一生
懸命研究をしていたんです。時間があった時
代だったと思います。授業はほとんど教科書
をやらないって感じでした」「高校のときの
先生は我々の風土研究部の先輩だってわか
り、そういう風になりたいなっていうのが一
つはありました。我々のクラブではあの頃、
信濃史学会の『信濃」って雑誌を取っていま
したので、（先生の）名前がいっぱい載って
いるわけですよね、先生やりながらそういう
こともやるっていうのはあこがれましたね」
市立郷士博物館学芸員（1970）：
「顧問として引継いだのが日本史の先生でし
たね。男の先生でしたが、その先生に結局影
響を受けて、大学は史学科しか受けないとい
うことになりました。きっかけは授業が面白
かったことですね。教科書も全然見ないで、
見るのは図版とか資料とか写真とかだけで本
文を読んだりすることはほとんどなくって」
市立歴史民俗資料館学芸員（1963)：
「高校１年生の担任が地理学を修めていて、
自分は高校の教師でありながら地理屋と呼ん
でいる先生だったんですけれども、まともに
その先生の影響を受けて理科から地理や歴史
に興味が移りました。そこから、考古学とい
う方に移っていったんです。普通の高校の先
生の授業をちゃんと教えるわけですけど、そ
の先生の授業は普通じゃないですね。やっぱ
り大学の授業を聴いているような、所謂研究
者がその講堂で授業を教えるように教壇に上
がっている姿に非常に感銘を受けました」
(2)教師との出会い
小学校から高校までに、進路に影響を与えたと
思われる教師とめぐり合ったかどうかについて質
問した。その結果、２２人中11人（延べ人数１３人）
が「影響を受けた教員」が存在しており、その具
体的な状況を説明してくれた。小学校２人、中学
校３人、高校８人というように上級の学校になる
ほど教師から影響力のあったことがわかる。
小学生では担任の教師に憧れて「小学校の教師
になりたい」というものであるが、中・高校では
特定の教科を担当する教師の授業に興味をもち、
その専門性に憧れた場合が多い。その理由は、教
科書を使わずに最新の専門知識に基づいた独自の
授業を受けたことが面白かったというものであ
る。その具体例は次の通りである。
財団歴史博物館学芸員（1946)：
「中学校の先生の中には自由民権の研究者が
いまして、私が入っていた社会科研究会の指
導者だったので、地域の歴史を調べる事に関
しては、その先生からいろいろ手ほどきを受
けました。高校では日本近世史を専門にする
極めて熱心な先生に出会ったんです。`情熱タ
イプの先生で、私も日本史をやってみたいと
思うようになりました」
財団美術館学芸員（1952）：
「高校の頃ぐらいだったと思います。美術の
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(4)その他の人からの影響
子ども時代に教師や親・親族以外の人から影響
を受けた事例は少ないが、次のような自然博物館
学芸員の事例もある。
また、少し異質な事例としては、本人の個性を
認めてくれた教師に感謝して、それが自己形成に
影響を与えたというものがある。
区立美術館学芸員（1955)：
「(二人の先生は)、結局その人間の個'性を認
めてくれたという先生ですね。この子にはこ
の才能があるから、だからその才能を伸ばし
てあげたいっていう非常に単純、ある意味で
は単純な動機ですよね。でもそれはその当人
にとってみれば、やっぱり自分ってものが認
められるってことはとても嬉しいことですよ
ね」
市立自然博物館学芸員（1952)：
「私が大きな影響を受けた人は、去年の３月
まで県立自然史博物館で副館長をやっていた
人です。私が中学生になったときに、大学1
年だったと思います。中学校の時いろいろ引
っ張り回していただきました。中学校のほと
んどをその人と生活していたと思います。秩
父地方の山へ行ったり、採集に行ったり、あ
るいはまあ｡､難しい本を薦められたりもしま
した」(3)親族からの影響
子ども時代に、親族から進路に対して何らかの
影響があったかと思うかという質問をしたとこ
ろ、２２人中９人が影響のあったことを認めてい
る。それは性格的なことではなく、親などの仕事、
経歴、趣味、子育てなどによる。その具体例は次
の通りである。
(5)大学進学
大学進学については、２２人中20人が第一希望の
専攻に進学している。ほとんどの学芸員は自分の
希望する専攻に進学している。国立大学を希望し
たが、私立大学に進学した人も含まれるが、希望
した専攻に進学している。
第二希望の専攻を選んだのは２人である。その
事情は、理系を希望していたが模擬試験の数学の
点数が足りずに文科系に変えたという美術館学芸
員がいる。しかし、美術鑑賞にも関心があったこ
とから、大学では日本史を専攻して美術史を学ぶ。
また、天文学専攻を志すが、希望する国立大学の
試験の合格ラインに及ばないことから、私立大学
で物理専攻に変更している。
財団歴史博物館学芸員（1946)：
僧祖父）「私の曽柤父が、自由民権運動に
関わりを持っていたのです」（大学で日本史
専攻）
財団歴史博物館学芸員（1952)：
（父親）「小学校２，３年生の頃に父からで
すね、偕成社の「最年少世界名作全集』の
「西遊記』を買って貰って（中略)。その時中
国って未だ地理的概念が無いから、その、
「西遊記』の世界に旅をしたいなと。そのこ
とを明確に覚えていますよね」（大学で東洋
史専攻）
市立歴史博物館学芸員（1972）：
（祖父）「私のおじいさんは歴史好きでした。
非常に文才があって、俳句を作ったりとか、
日記をつけていたりしていましたね」（大学
で考古学専攻）
(6)大学教員からの影響
大学教員から学術・教育面などの影響をうけた
という人は、専門に関する授業の内容が刺激的で
ためになったというものや、教育者として評価す
るものなどがある。また学芸員課程を受講したこ
とにより、学芸員を志望するようになった人たち
もいる。
財団歴史博物館学芸員（1946）：
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何時から学芸員を職業として意識したか
高校生
１人
図１（専門分野）「大学に講師で来ていた佐原真
先生という方がいまして、講義内容が大変魅
力的でおもしろかったんです」
県立自然博物館学芸員（1956)：
（専門分野）「大学の先生として影響を受け
たのは沼田真先生という有名な生物学者で
す。沼田先生は理学部でしたが色々面倒を見
てもらっていました。沼田先生が代表をして
いらした千葉県生物学会では、主に学校の先
生が中心となって、千葉の自然を調査した集
大成の場所として機能していました。千葉県
全体で、観察会や調査会などの活動もしてい
ました。学校の先生をしながら生物学会をリ
ードしていく素晴らしい活動をなさっていた
その先生方に、非常に惹かれましたね」
市立歴史博物館学芸員：
（博物館学）「それから加藤（有次）先生。
ああいう形で話をして講義をしてくれたん
で、それは非常に博物館というかそういうも
のに吸い込まれたということはありますね」
市立歴史博物館学芸員（1972)：
（博物館学）「倉田（公裕）先生、との出会
がものすごく大きかったです。考古学以上に、
４年間の中で一番大きかった出会いでした。
博物館学の授業を１年間通して聴いているう
ちに、幼少の頃の科学博物館でのこと、図鑑
を見ているのが好きだったこどものを集め
るのが好きだったこと、新聞を書くのがなど
など、自分の今までの経験をまとめると、総
合的に博物館学で言っているようなことだと
自分自身では思ったんですよ」
なお、小・中学生の時期には、まだ学芸員とい
う職業やその存在を知った人はいない。博物館に
は行ったことはあっても、当時は学芸員について
の知識や情報を入手することができなかったため
だと思われる。
財団美術館学芸員（1952)：
（高校生の時）「美術の仕事をやれる美術館
学芸員というものを芸大の大学の案内みたい
なやつで見たんですよ。それで方向変えて学
芸員の資格を取れる大学を受けたのです。漠
然とね、美術関係の職につきたいと思いまし
た。つけるかどうかもわかりませんが美術館
というようなところで働いてみたかった」
市立青少年科学館学芸員（1954)：
（天体望遠鏡メーカーの技師の時）「２年ぐ
らい経って、社長さんが渋谷のプラネタリウ
ムも募集しているみたいだよって言ってくれ
た」
県立自然博物館学芸員（1956)：
（教員の時）「県で自然史系の博物館が建設
されることは情報としては知っていました。
当時勤めていた高校の校長先生が建設に関わ
っていたことがあり、そこでこういった道が
あるということを知りました」
市立歴史博物館学芸員（1972）：
（大学生の時）「博物館学の授業を１年間通
(7)何時頃から学芸員という職業を意識する
ようになったか（図１）
学芸員を職業として最も早く意識した人は、大
学受験を控えた高校３年生の頃である。大学生に
なると、大学の学芸員課程の授業で博物館や学芸
員という職業について知る人が多くなる。しかし、
意外にも大学卒業後、初職に就職してから意識し
た人が９人にのぼる。
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して聴いているうちに、（中略）博物館とい
う場所だから、こういうところに勤めたいと。
勤めるというところまでいかなくても、なん
とか関わりたいと非常に強く思いました」
区立博物館の準備室、公立博物館、財団法人博物
館、神社博物館、私立博物館など多彩である。そ
の他の１人は、出身大学の学長の推薦でその音楽
大学付属博物館に就職している。
(8)学芸員資格の取得（図２）
「学芸員資格」の取得方法には、大学での学芸
員課程における必要科目の単位の履修（学芸員課
程)、（同）通信教育、文部（科学）省の試験によ
る資格認定（国家試験)、博物館職員の講習など
がある。
学芸員課程による取得者の大半は学芸員の就職
を希望していた人である。一方、それ以外の形で
｢学芸員資格」を取得した人たちは、大学卒業後
に取得していることから、学生時代に学芸員への
就職を必ずしも希望していたわけではなさそうで
ある。また、学芸員資格を有していない人も僅か
にいるが、それは研究職採用や、私立博物館で非
登録博物館の場合には必ずしも資格保持者の採用
が義務づけられていないことによる。
財団科学博物館学芸員（1949)：
（学芸員課程の教員）「(就職先の）魚市場で
の３ヶ月間の研修が終わろうとしたときに先
生から電話がきたんです。お前に言い忘れた
ことがあったって。なんですかって聞いたら、
科学館が近々オープンするらしい。職員募集
していたから行ってみるかって言ってくれた
のです」
県立美術館学芸員（1951）：
（大学の専攻教員）「(その）県立美術館は
色々な大学に声をかけるんですね。候補にな
る人を推薦してくれと。私も候補の一人にな
っていたんです」
財団スポーツ博物館学芸員（1952)：
（学芸員課程の教員）「聴講生を３月に卒業
したんですよ。で、困ったなと思っていたら、
６月になって研究室から電話があって、（ス
ポーツ）博物館でお話があるけどいかがです
かって言われたんです。私が何番目かはわか
らないですけど、こういう話はもうその場で
すぐに返事をしないと私の後に次に待ってい
る人に行ってしまいますよね。もう一瞬でど
うしょうって考えて、なぜかやっぱりお願い
しますって言ったんです」
県立歴史博物館学芸員（1964)：
「就職の過程はいわゆる一本釣りでしたね」
「大阪大学に当時おられた先生に（博物館の
採用担当者が）『出雲神話とか古事記とかに
興味があって、しかも地域の歴史も分かって
いる入っていませんか」と聞いたら、この間
私のところに抜刷を送ってきた（大学院生）
が確かそういったことを書いているって言っ
たようです」「(その後、大学や大学院の指導
教員にも照会がある）３人とも（彼は）こう
いう人物だよと推薦していただきまして、そ
図２学芸員資格の取得法
(9)大学教員による就職支援
学芸員に就職する際に、大学教員から支援を受
けた人は22人中11人である。教員はゼミ指導や学
部の教員が７人、学芸員課程の担当教員３人、そ
の他１人である。支援のあり方は、教員の人脈を
通じた紹介や推薦である。紹介先は県立美術館、
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れで私を採っていただいたという形です」
私立歴史博物館学芸員（1965)：
（ゼミの指導教員）「先生が『博物館』で近
世史の学芸員を募集してると教えてくれたん
です。先生が私に、「古文書を読める人を探
してるぞ、お前受けてみるか』と言ってくれ
たんです。当時は今よりもやはり読めなかっ
たと思いますけど、私は「読めます』と言い
ました」
自ら進んで博物館を訪ねて採用を依頼するケース
である。また、〈スカウト〉による人も同数いる
が、この人たちは学芸員の経験者であり、新博物
館の準備に即戦力として転職した人が多い。〈異
動〉は教員から博物館に人事異動したり、一般職
採用の公務員が学芸員の有資格者であることから
博物館に人事異動することをさす。いずれも本人
の希望による。
次に、〈人の紹介・推薦〉とく自薦〉の具体的
な事例をあげる。
(10）学芸員の採用方法（図３）
最も多いのはく人の紹介や推薦十採用試験〉で
ある。人の紹介や推薦というのは、大学の指導教
授や学芸員課程の教員であることがほとんどであ
る。公立博物館の場合には、公務員採用試験を受
けることになるので、このケースにあたる。また、
公募形式の私立博物館でも同様である。
次は、〈人の紹介・推薦〉であるが、私立博物
館や財団博物館では、採用試験があっても形式的
なもので、実質的には面接や書類審査で採用が判
断される。一例としては、学芸員課程の教員から
神社博物館を推薦された美術館学芸員は、宮司に
よる一言で採用が決まっている。〈採用試験〉は
公務員の一般職採用試験や教員採用試験などをい
う。〈自薦〉は自分から名乗りを上げて、先方に
認められて採用されるものである。学芸員経験者
が新しい博物館建設のために転職するケースや、
県立美術館学芸員（1951）：
（人の紹介・推薦）「美術館が当時やってい
たフランスの地方美術館の名品展のカタログ
の翻訳仕事が回ってきたんです。博士課程の
大学院生だったけど、いつまでにやれってね。
私も就職できるかもしれないわけですから、
「はい』って言ってやるわけですよ。そうし
たら今度そのカタログの校正があるから印刷
所に来いって言われて。徹夜で校正するから
そこに来いというのです。１銭もくれないけ
ど嫌がらないでやるかどうかをそうやって見
ているわけですよね」
財団美術館学芸員（1952)：
（人の紹介・推薦）「(神社の）山の下からか
ら登っていったんです。そしたら山の上で宮
司が「どっちから登ってきた？」って聞いて
“下から登ってきました”って言ったら『よ
し、これで決まりだ』って」
財団美術館学芸員（1957)：
（自薦）「お金はいらないけど、何かこうお
手伝いさせてもらえることがあればお手伝い
させてもらえませんかっていう声をかけたの
がきっかけですよね。これも大学３年生の時
ですね。仕事は、建物のとり壊しだってこと
で、ものの移動。まあ、引っ越しみたいなも
のですよね。力仕事が必要な時期だったので
すね。あと、たとえば展示替えのお手伝いを
するとかですね。そんなことから継続的にず
っと続いていました」「アルバイトさせても
図３学芸員の採用方法（博物館間の転職者を含めた
延べ人数を示す）
２人
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らっている中で、ますますこういう仕事に就
いてみたいなという想いが強くなってきまし
たね。それで、まあすぐの採用は無理でも、
たとえば何年か、アルバイトでもいいから続
けていて、もし、やめる方があって、その入
れ替わりみたいなかたちで採用される可能性
がもしあれば、待ってでも、こういうところ
で勤めたいっていう気持が、ますます強くな
ってきました。で、そういう気持を美術館の
人に伝えたのです」
区立美術館学芸員（1955)：
（自薦）「美術館が出来るらしいって話を広
報誌でみたのですよ。たった２行しかなかっ
たですけど、区立美術館、中間答申にまとま
るっていう。それだけの文書だったんですけ
ども。これは千載一遇のチャンスと思って、
それで学芸員いりませんかって電話したんで
すよ。その時まだ準備室はなかったのですけ
ど、一応準備室の準備室がありました。で、
その担当課長さんもちょうど移ってきたばっ
かりで、すぐに準備室を立ち上げなくちゃな
らないってことで、学芸員はとにかくその最
初欲しいのだけども、議員さんの紹介や、誰
かのやっぱり紹介だとようするに紐付きだ
と自分たちの言うこと聞いてくれないと困る
と。その後ろのない人が欲しいっていうので
す。時期がだいぶもう迫って、どうしようか
って時に、たまたま僕が電話したらしいんで
すよ。それで履歴書持ってきてって言われた
のです。面識は全然無かったです。次の日か
な、履歴書持ってその区役所に行ったら、じ
ゃあ来てもらう事になると思うけどいいかな
って言われたのですけど、その後何の連絡も
なかった。２，３度足を運んだのでしょうか
ね。２回目に行って、どうでしょうかと聞い
たら、いやまあちょっと今いろいろと手続き
も必要だし、まああれだからとか言って、言
葉を濁されて。で、こっちもやっぱりあの、
もしも採用していただくならば、今の職場を
ね、辞めるってことを言わなくちゃいけない
し、間際になって辞めるは言いづらいので、
早く決まりませんかって言ったのです。もう
３月に入っちゃう頃でしたし。で、帰ろうと
思ったらば、そこの事務の主査の人ですね、
係員の方が、４月何日空いていますかってっ
て言ってきたのです。なんですかって聞いた
ら、いや、歓送迎会やるからっていうのです。
まだ入ることは何も決まってないのに、何で
歓送迎会の日程を知らされるのだろう、分け
わかんないなと思って、それで帰ったのです」
４．生活歴とパーソナリティからみた職業
選択の妥当性
(1)学芸員になった人たちの生活歴
ホランドは、個人の職業的興味を６つに分類し、
それに６種類の職業的な環境が対応するという
｢六角形モデル」を提示している。ホランドは、
職業の選択について、人間の興味やパーソナリテ
ィは、現実型（R)、研究型(1)、社会型（S)、
'慣習型（C)、企業型（E)、芸術型（Ａ）の６つに
類型化され、職業の環境も同様に６つに類型化さ
れ、両者の類型が一致あるいは類似すれば、安定
した職業選択がなされていると見ている。
そこで、学芸員になった人たちの生活歴をみる
と、多くの人たちは、子ども時代から専門分野に
ついて興味や関心をもっていたことが注目され
る。歴史博物館の学芸員は考古学、古代史、近世
史に興味をもっていた。自然博物館の学芸員は山
登りの好きな少年や、昆虫採集の好きな昆虫少年
であった。美術館の学芸員は絵を描くことや、鑑
賞することが子どもの頃から好きであったとい
う。
それは教師、親などの親族、先輩、生まれ育っ
た環境などから影響を受けていることが多い。な
かでも教師の役割は大きく、小学校より中学校や
高校という上級学校になるに従い影響を受けてい
る。その後の進路選択は、影響を受けた専門分野
を専攻する大学に進学することになる。歴史系博
物館の学芸員では１２人中１０人がそうである。自然
博物館では３人中２人、美術館では３人全てがそ
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(2)学芸員になった人たちのパーソナリティ
次に、学芸員になった人たちのパーソナリティ
はどうだろうか。GlaserOaneRGlaser）らは、
博物館専門職のパーソナリティについて、適応性、
エネルギー、責任感、献身性、柔軟`性、熱意、感
受`性、根気、誠実さ、忍耐力、自己主張力、社交
性、信頼'性、合理性、ユーモアのセンス、開放`性、
思慮深さ、正確性、臨機応変さ、協調性などをあ
げている('2)。それらは博物館専門職だけに特有
のパーソナリティではないとしているが、学芸員
のパーソナリティを考えるうえで示唆に富むもの
である。
それを日本の学芸員にそのまま適合させること
はできないだろうが、インタビューで得られた内
容とも重なるところが多くあった。図４は、学芸
員に相当する職種（キュレータ、コレクション・
マネジャー、エデュケイター、展覧会デザイナー）
の技能に加えて館長のパーソナリティを参考にし
ながら、インタビューの結果と照らし合わせて属
性を設定し、２２人の学芸員のパーソナリティの特
性を見たものである。なお、最後に示した、競争
心、支配心、金銭欲はホランドによる類型間の比
較のために設定した('3)。
それによれば、「根気」が最も高いことが分か
る。根気とは、物事をあきずに辛抱強く続ける気
力や精根を意味する。１７人の学芸員は、子ども時
代のクラブ活動、趣味、社会活動などを継続的に
続けた経験を持っている。地元の少年合唱団（小
学２年～高校)、ボーイスカウト活動（小学生～
大学生)、サッカー部（中学３年間)、昆虫クラブ
(小学低学年～中学２年)、天体観測(小学５年～)、
新聞部（中高６年間)、コーラス活動（小学３年
～)、箏曲部（中高６年間)、卓球部（大学４年間）
や、ものづくり、絵を描くこと、読書をすること
などである。
その次は「探究心」である。「探究心」は研究
心とも言い換えることができる。具体的には、専
門分野の研究に打ち込むことであるが、大学院進
学者にその傾向はとくに顕著である。子ども時代
の趣味（昆虫採集、天文観察など）にも探究心を
うである。楽器博物館の１人も小学生の時に教師
からピアノを習う事を薦められた。いずれも注目
できることは、学芸員になるまでの進路は、親の
意向に従うようなことではなく、自らの意思と判
断で選択したということである。
例えば、海洋を専門にする科学博物館の学芸員
は、子どもの時に親の実家のある港町で過ごした
経験によって海が好きになる。「漁師がお金にな
らない貝などを浜辺に捨てていくんですね。それ
をまあ、拾い集めるのが好きだった」というよう
に、海洋生物にも関心をもつようになる。住まい
は東京であったが､夏休みだけの港町での生活は、
その後に大学の海洋学科に進学する出発点となっ
ている。
自然博物館の学芸員は、子ども時代から生き物
に興味をもっていたが、母親が新聞記事で見つけ
た蝶類愛好会の会員募集に応募したことから、
高・大学生や社会人との同好の人たちの仲間入り
をする。中学生では生物部にはいるが、愛好会の
大学生から昆虫の野外調査や山登りなどに誘われ
て個人的に影響を受けることになり、その後に理
科系の大学に進学した。
プラネタリウムの学芸員は、小学校低学年の頃
からものづくりが好きで、包み紙とか箱を貼り合
わせるなどの工作が好きであったという。理科
(自然地理）の教員をやっていた父親から、小学
５～６年の頃に望遠鏡と顕微鏡を買ってもらった
ことから、望遠鏡で月や惑星を見たり、中学校に
なると科学部に入った。父親の勧めにより中学1
年生の時から科学技術館のサイエンス倶楽部に毎
月１回通うようになり、その帰りは秋葉原に寄っ
て部品を買いラジオや無線機を作ってアマチュア
無線の交信をしたという。やはりその後は理科系
の大学に進学した。
また、歴史系博物館の学芸員は、母親を小学生
の時に亡くしたが、それまで母親から聴いた地域
の歴史や習俗などの話が原点となった。中学や高
校では社会科の教師たちが精力的に地域研究した
成果を授業で話す様子に憧れをもち、大学の日本
史専攻に進学している。
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発揮している。子ども時代の事例としては、ある
歴史博物館の学芸員のように、小学校２年生の頃
から高校生まで所属していた少年合唱団指導者の
大学教授がナショナリストであったことに疑問を
もち「マルクスっていう人が何やっているんだろ
うとか、どういうことを言ったのだろうとかが気
になり、そういった本を読んでみた」と述べてい
る。ほかの歴史博物館の学芸員は、高校時代の風
土研究部で地域史調査や報告書の作成を精力的に
行っているし、大学２年生の時にモースの「百年
前の日本』という本に出会って、衝撃を受けたこ
とから、翌年に海外研修に応募して採用されて、
実際にアメリカのモース・コレクションを調査し
たという人もいる。
それにエネルギー、好奇心、忍耐力、挑戦心、
感受`性、適応性、社会的関心、チームワーク、柔
軟`性、社交`性、凝り性、独創性、サービス精神と
いうパーソナリティが続く。
「エネルギー」は精力的なことで,情熱的な部分
も含める。顕著な人は13人にのぼる。関西の大学
時代に奈良国立文化財研究所で発掘調査をして古
代史を学んだ人、イギリス留学やフランス留学を
した人、卒業後にアメリカに渡り働きながらアメ
リカ社会の差別の実態を見た人、大学時代には探
検部として1年かけてユーラシア大陸を車で走破
した人、子どもの頃から絵を描き続けて大学では
日本画を学びプロになりかけた人、中学高校の６
年間は新聞部に入り、捨てられない新聞づくりに
夢中で取り組んだ人など、いずれもエネルギーの
ある人たちである。
「好奇心」は、珍しい物事、未知の事柄に対し
て興味をもつことを意味する。顕著な人は１１人で
ある。先述したように、実際にユーラシア大陸を
走破した人は、その最たる事例であろう。あるい
は子どもの頃に様々なことに興味をもっていた人
たちもいる。ある美術館学芸員は、小学校では友
人と漫画の同人会を結成して同人誌を発行し、中
学生になると陸上部やフォークソングを演奏した
り、高校では美術部に入る一方、考古学にも関心
を持ち古代人の生活を想像する事が好きであった
という。ある自然博物館の学芸員は、小学低学年
から昆虫に興味をもつ一方、古代遺跡も好きで考
古学や人類学にも興味をもち、その後はアマチュ
ア無線も手がけた。また、小学生の時には図鑑を
図４学芸員の青少年期のパーソナリティ
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見ることや、物を集めることが好きで、中学では
漫画、ゲーム、アニメーションの演出に興味をも
ち、西洋史や考古学に関する本を多読し、学生時
代にはクイズ研究会にしてＴＶ番組「アメリカ横
断ウルトラクイズ」に出場したという歴史博物館
の学芸員もいる。
このパーソナリティの形成には、自由に物事を
考えさせるような大学のゼミの経験も影響してい
るかもしれない。ある自然博物館の学芸員は、森
の生態に関することなら何やってもよいことか
ら、木や熊をやる学生など、農林に関すれば何で
もやっていいという自由奔放な雰囲気で育ってい
る。また、ある歴史博物館の学芸員は、「木ゼミ」
といって、木に関することなら何でもテーマにし
てよいというものであったという。
「忍耐力」とは、苦しみや辛さに耐える力を意
味する。顕著な人は'2人である。ある歴史博物館
の学芸員は、子ども時代に母親を亡くし、その辛
さから逃れるために中学時代の朝練習も夕方も遅
くなるまで３年間サッカーをやっていたという。
科学館の学芸員は、学生時代に昼間は医科大学の
技術補助員として働きながら夜間に大学に通って
いた。美術館学芸員は、フランス留学中に父親が
病気になり留学を断念して帰国している。人権博
物館の学芸員は、大学卒業後にアメリカに渡った
が、そこでアメリカ社会の差別に直面している。
あるいは私立高校の教員時代には職場環境の陰湿
さが苦痛であったという学芸員や、学生時代に被
差別部落の実態を経験したものの何も出来ない自
分に限界を感じたという人もいる。
「挑戦心」は、何か新しいことにチャレンジす
る精神である。顕著な人は'o人である。ある歴史
博物館の学芸員は、インタビューの中で、「どち
らかと云うと人が云ったことをやる気のしないタ
イプですよね。誰もやってない事をやりたい。或
いは独創性を大事にする｣。また、大学生の時に
モースコレクションの調査のためにボストンに行
ったという人もいる。
「感受性」は、外界の印象を受け入れる能力や、
物を感じとる力を意味する。感性ともいう。顕著
な人は１０人である。美術館や楽器博物館の学芸員
のパーソナリティには顕著である。絵を描いたり
鑑賞することが好きであったり、演奏することを
専門にする。美術館の学芸員は３人全員が該当す
る。それ以外は非アート系の博物館の学芸員であ
ることは注目される。歴史系博物館の学芸員でも、
子ども時代（約１０年間）に合唱団に入っていた
り、中高校生の6年間に箏曲部で琴を演奏したり、
小学生から始めたコーラス活動を社会人になって
も続けている人がいる。また、ある自然博物館の
学芸員は、高校２年生の時に、飼育していたシジ
ミチョウが孵化して出る頃に、誤って自分の手で
潰したことに非常に大きなショックを受けて、小
学生から続けてきた昆虫趣味を断念している。
「適応性」は、状況や環境にうまく適応できる
性質を意味する。顕著な人は４人と少ないが、留
学経験者は異文化社会で数年間にわたり生活した
ことは適応性が高いといえる。またアメリカで生
活した人も同様である。また、学生時代に実家か
ら離れて生活した人たちについても、ある程度の
適応性があるといえる。
「社会的関心」をもつ人が一定数いることは、
少し意外であった。専門家は、社会の出来事に無
関心になりがちであるが、学芸員の中にはそうし
た傾向を持たない人たちがいる。歴史博物館の学
芸員は、就職前に被差別部落やアメリカでの差別
の問題、学生時代に訪れたインドで見た貧困の実
態から南北問題や、日本の植民地支配などについ
て関心をもっていた。また、自然博物館の学芸員
は、自然保護活動や環境問題などである。学芸員
になる以前から課題とすることで、これらは仕事
とは切り離せない関係`性をもっている。なぜなら
ばアメリカで差別を経験した学芸員は、歴史博物
館で人権問題に取り組んでいるし、自然保護活動
を経験した学芸員は、自然と人間の共生をテーマ
にした自然博物館で活動しているからである。
「柔軟`性」については、独自性とも重なる部分
があるだろうが､多角的Iこものを見ることができ、
かつ実行できることを意味する。顕著な人は３人
である。例えば、中高校の６年間に新聞部で活動
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た人は独創的といえるだろう。また、やはり中学
高校時代に独創的な新聞づくりに取り組んだ人も
独創的といえよう。
「サービス精神」は、奉仕の精神を意味するが、
顕著な人は２人である。これは人に何かを無償で
提供することであるが、新聞部で活動した人は、
｢ものを書くというよりも皆に提供することが好
きだったんです」という。また楽器博物館の学芸
員は、「その人に無い物を与えて上げたい。それ
は親の影響かもしれません。父が仏教徒なのです
が、母はもう根からのクリスチャンで、私もどっ
ちかというと母の方の影響から奉仕の精神をもっ
ている」と自己分析している。
以上のように、学芸員になる以前の子ども時代
から学生時代の頃までのパーソナリティとして、
特筆されるのは、根気、探究心、エネルギー、好
奇心、忍耐力、挑戦心、感受,性あたりまでであろ
う。逆に、支配心、競争心、金銭欲については全
く伺い知ることができない。この項目は、学芸員
になるパーソナリティとは無関係だと思われる。
そこで、ホーランドの「六角形のモデル」と比
較をすると、学芸員になる人たちは専門'性に関す
ることに興味を持ち、根気、探究心、エネルギー、
好奇心、忍耐力、挑戦心、感受性に特徴的なパー
ソナリティを備えている。「六角形のモデル」の
類型では、研究型（１）にほぼ重なることになる。
研究型は、専門性な素養をもち、根気や探究心な
どが重視される。但し、感受`性をもつ人たちが一
定数いることから、「六角形のモデル」では研究
型と隣り合う「芸術型」にも類似する。この点は、
美術館や楽器博物館のようにアート系の専門性を
有する人たちがいることを反映しているが、歴史
や自然博物館の学芸員にも「感受性」を持つ人た
ちがいることは留意される。「研究型」は、また
｢現実型」とも隣り合うことから類似性があると
されるが、ものづくりやコレクションなどのよう
に、ものに関心をもつように地道で現実的な傾向
があることと一致する。さらに「社会型」は対人
接触能力や社交能力をもち、パーソナリティは協
力的で、責任感や洞察力があるとされ、職業とし
した経験をもつ歴史博物館の学芸員は、捨てられ
ない新聞づくりを目指したが、それまで前例踏襲
的であった新聞を面白いものに作りかえたことに
やりがいを感じている。
「チームワーク」は、学芸員になる以前のパー
ソナリティとしては目立つものではない。チーム
ワークの顕著な人は７人である。小学校の美術の
卒業制作でディレクター役をこなしたことを思い
出として話してくれた美術館学芸員、高校時代に
野球部で活躍した美術館学芸員、大学時代に冒険
部で仲間とユーラシア大陸を走破した人、高校時
代にサッカー部で３年間活躍した人、子ども時代
に少年合唱団で１０年間活動した人、子ども時代か
ら成人してまでコーラスをやっている人、学生時
代にチェアガールをやっていた人などである。
「社交性」は、人との付き合いを好む'性質や、
人とうまく付き合っていける性質を意味する。そ
れが顕著な５人のうち３人は音楽的な才能を持つ
人たちである。ピアノ演奏、ギター演奏、歌手志
望であった人たちである。この人たちは、学芸員
に特有の探究心というパーソナリティについては
逆に顕著ではない傾向を示す。ある歴史博物館の
学芸員は、人と話をすることが好きであるが、そ
うした人は博物館でもボランティアと協力関係を
つくることがうまいようである。
「凝り性」は、物事に熱中して程度を超えて徹
底する性質を意味する。顕著な人は５人である。
ピアノ少女、昆虫少年、天文少年、漫画少年、コ
レクター少年であった人たちである。この人たち
はそれぞれ専門分野の博物館学芸員となってい
る。『13歳のハローワーク』(14)によれば、友達か
ら「君は異常だ」といわれるぐらいモノを集める
ことが好きなコレクターが、学芸員のパーソナリ
ティに特徴的であるとされるが、インタビュー調
査からは必ずしも検証することが出来なかった。
「独創性」は、他と異なり、そのものだけに特
有であることを意味する。顕著な人は４人である。
先述したように、ユーラシア大陸を走破した人や、
大学卒業後に仲間が就職する中で、片道切符でア
メリカに渡って無報酬労働者として２年間過ごし
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ては教師やカウンセラーなどを好むとされる。今
回、インタビュー調査をした学芸員の中にも、前
職が教師であった人が３人、教師を志望した人が
５人にのぼることから、この類型とも類似すると
いえる。それに対して、「研究型」と対極に位置
する「企業型」のパーソナリティは野心的、支配
的で社交性に富むとされるが、それとの類似点は
少ない。このように学芸員になる人たちは、研究
型を中心にして、芸術型と現実型にまたがり、か
つ社会型とも類似するように幅のあることが分か
る。
実際、博物館の職務は、資料の研究ばかりでな
く、それを収集し、整理・収蔵し、研究した成果
を普及するし、近年では市民サービスに関する
様々な事業の開催や、市民との連携が重視される
ようになっている。よって幅広い技能やパーソナ
リティをもつ人材が求められることになっている
ことと整合性をもつといえる。
で調査などのアルバイトの経験のあることが重要
な要素になっている。もちろん、採用試験を伴う
ことは多いので、それに合格しなければならい。
調査結果でも見たように、学芸員課程の教員に
よって神社博物館に推薦されたり、大学で専攻す
る分野の教員から県立美術館に推薦されている。
また、学生時代に採用先の自治体の発掘調査や資
料調査をしたり、その美術館に学生時代からアル
バイトとして勤めていたことも採用に大きく影響
している。市立歴史博物館の学芸員は、博物館建
設の準備のために民俗調査を経験していた。また、
ボランティアなどの社会活動をするなかで博物館
に出入りして、館職員と顔見知りになっておくこ
とも有効である。市立自然博物館の学芸員であっ
た人は、学生時代に博物館に出入りしながら、自
然保護活動の仕事を手伝っていたところ、館長か
ら採用試験の誘いを受けている。
さらに、公立歴史博物館の学芸員のように、大
学を卒業後にイギリス留学を経て、博物館企画会
社、展示会社、国立博物館の非常勤職を経て、１３
年後に学芸員として就職した事例もある。これは
自分で実績を積みながら博物館界で認められてス
カウトされたものである。諦めずに辛抱して良い
仕事をしてきた結果として学芸員に採用された。
また、同じく区立美術館学芸員は、在学中に学芸
員課程を受けて資格を取ったが、卒業後は美術セ
ンターの技師として３年間仕事をするが、学芸員
になりたい気持ちを捨てきれずにいたところ、区
の広報紙で美術館建設の記事を見て区役所に訪ね
た事が採用の契機になっている。これは自薦によ
って、その実績が相手に認められた稀少な事例で
ある。
学芸員に採用されるまでの期間は人によって差
はあるが、最も大事な要素は、自分が学芸員にな
る意志をもち、そのためのコネクションをつくる
ことである。大学教員や博物館関係者などとのコ
ネクションをつくるには、相手に自分を認めても
らうだけの誠意や実績などを示すことが必要とな
る。
これに対して、他の職業を経て学芸員になった
5．どのようにして学芸員になったか
インタビュー調査をした学芸員たちは、実は、
学芸員になることを希望してなった人たちと、必
ずしも学芸員になることを希望していなかった
が、別の職業を経験してから学芸員に転職した人
たちのように、大きく２通りの経路のあることが
分かった。
両者は、大学で学芸員課程を受講した人と、そ
うでない人に大別することができる。すなわち、
大学で学芸員課程を受講した人たちは、それを契
機として学芸員を志望してなっている。これに対
して、必ずしも希望しなかった人たちは、大多数
は学芸員課程を受講せず、卒業後は専門性を活か
した技師、教員、会社員などの仕事に就いている。
全国の大学で学芸員課程を受講した有資格者
は、毎年5000人以上にのぼるといわれるが、その
うち学芸員として就職できる人たちは１％に満た
ないといわれる。就職を希望していても、なれる
人となれない人の違いは何だろうか。
調査で判明したことは、大学教員などの紹介・
推薦や、学生時代に採用先の博物館やその自治体
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学芸員になるまでのキャリアに関する－考察
ようになり定着する。
おわりに
２２人の学芸員のインタビュー調査によって、学
芸員になった人たちの青少年期の生活歴とパーソ
ナリティから、どのような人たちが学芸員になっ
たかについて検討したところ、それはホランドの
｢六角形のモデル」とも矛盾するものではないこ
とが判明した。それは研究型を中心として、芸術
型・現実型・社会型とも関連`性をもっている。
学芸員になる生活歴として特徴的なことは、子
どの時代に専門分野に興味や関心をもっていたこ
とである。それは中学・高校の教員から影響を受
けていることが多い。その理由としては、研究者
タイプの教員による独自の授業内容や、教師の熱
意に感銘していることがあげられる。大学の進路
は、その延長上にあり、ほぼ希望通りの専門分野
に進学している。
またパーソナリティとしては、根気、探究心、
エネルギー、好奇心、挑戦心、感受性を備えた人
たちは多いことも判明した。物事に地道に取り組
むが、好奇心は旺盛で、関心をもったことを深く
掘り下げて取り組むタイプである。また絵画や音
楽関係にも関心をもつ人がいるが、それは必ずし
も美術館などのアート系博物館に限らず、歴史を
専攻して歴史博物館の学芸員になった人にも顕著
であった。
一方、ホランドの「六角形のモデル」では、そ
れとは対極的位置する「企業型」に特徴的な経済
的利益やリーダシップ性、支配性、競争心などの
パーソナリティは見られない。
また、学芸員への就職は難関であるが、採用さ
れた人はどのようにして学芸員になれたのだろう
か。学芸員になった経緯については、大きく二通
りの経路のあることも分かった。
一つは、大学の学芸員課程を受講して学芸員と
いう職業に関心をもち、その途を希望して初職と
して就職したタイプである。就職には大学時代の
教員などの紹介や推薦や、あるいは学生時代から
その博物館や教育委員会での発掘調査、民俗調査
人たちは、前職の経験で自分の生きがいを求める
が、あることを契機にして博物館の就職につなが
っていく。この人たちは、学芸員課程を受講した
人たちのように、博物館や学芸員についての明確
な情報や知識を持ち合わせているわけではない。
しかし、ここでも大学教員や博物館関係者とのコ
ネクションが契機になっている。
県立自然博物館の学芸員は、「(大学・院の先輩）
が千葉で長い準備期間を経て日本の博物館をリー
ドするような仕事をしていたので、その影響を受
けて、（こちらでも）何年かでも良いから博物館
の仕事をやってみたいと思うようになっていまし
た」と述べているように、知り合いの学芸員の仕
事ぶりを見て、自分も博物館で働くことを希望し
た。この学芸員は、県立高校教員当時に、県立の
自然博物館が建設きれることを知り、その委員会
の委員であった同校校長の推薦により異動してい
る。財団科学博物館の学芸員は、魚市場に就職し
たが、大学生の時に通学の電車の中で博物館学の
教員から聞いた博物館の話や、卒業論文で使用し
た資料のコレクションが大英博物館にあることか
ら博物館に関心をもっていた。就職３カ月後に、
その教員から財団の科学博物館の募集の連絡をう
けて推薦されている。財団スポーツ博物館の学芸
員は、最初は民間会社に就職したが1年９カ月後
に依願退職した。その後、出身大学の学芸員課程
の聴講生となるが、「資格取得」後に教員からス
ポーツ博物館の推薦を受けている。
なお、両者のタイプに属さない中間タイプとし
て、他の職業を志望していたが初職で学芸員にな
った人たちがいる。財団歴史博物館の学芸員は卒
業後にジャーナリストを志望して新聞社の試験を
受けるが不採用であった。また私立歴史博物館学
芸員は、教員採用試験がやはり不採用であった。
しかし、それぞれ大学教員から博物館に推薦され
ている。前者は区立の博物館準備室に非常勤、後
者は企業博物館に常勤として採用された。両者と
も、博物館で働き出してからも、しばらくは第一
希望の職種にこだわり次年度に採用試験を受けよ
うと思ったが、次第に博物館の仕事に関心をもつ
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などのアルバイト経験などのコネクションをもっ
ていることが大きく作用する。また、学芸員とし
て経験を積んだ後に、他の博物館に転職した人た
ちもいる。その理由は、新博物館づくりに挑戦し
たかった、博物館の閉鎖による失業などである。
その採用形態は自薦や、スカウトによるものであ
る。
もう一つは、大学在学中に学芸員課程を受講せ
ずに、卒業後は一般企業、高校教員、美術製作者
などである。前職の経験の中で自分の生きがいを
求めていたところ、あることを契機にして博物館
の就職につながっていく。その契機とは、やはり
大学教員や博物館関係者などとのコネクションで
ある。初職を離職後に、大学で学芸員課程を受講
することや、県立高校教員として博物館に異動を
希望し、それまでのキャリアが認められて博物館
にスカウトされた人などである。
今後の課題は、学芸員に就職後のキャリアの経
路についても検討したい。具体的には、学芸員の
タイプとして研究系、コレクション・マネジメン
ト系、市民サービス系、教育普及系などの職務と
適性との関連'性や、トランジションの視点からも
学芸員のキャリアを検討していきたい。
（２）増田洋「学芸員のひとりごと－昨今美術館事情｣、
日比野秀男「美術館学芸員という仕事』、神奈川県博
物館協会編2005「学芸員の仕事』など。
（３）Ｎ、ElizabethSchlatter.，Ｍ/seMmCtJree灯：４
月αcjjcα/Ｇ"jde/brSr"｡b"ねα"ｄﾊﾉ､′jca，（ＳＡ,Left
CoastPress,2008） 
（４）JaneRGlaser,ArtemisA,Zenetou.,ＭｲＳｃ""３$ 
ＡＲＩﾉ(JcemﾘﾘﾉＭ(Ｐ伽"j"9Ｍｨse"mQJree応（London，
UKRoutledge,1996） 
（５）ElaineKilgour,BrianMartin.,Ｍｚ"αｇｊ"ｇｍＪｊル
ノ"ｇα"dDeve/Opme"〃〃Ｍｌｓｅ"ｍｓｆａｇｚｨ比（Scottish
MuseumsCounciL1997） 
（６）JaneRGlaser,ArtemisAZeneton.,Ｃｅ"dbr 
化叩ｃｃ"vesfEss卵o〃川ｍｅ"ｊ"Ｍｲse"ｍｓ（Smithon‐
ianlnstitutePress,1994） 
（７）museumofLondon： 
http://wwwmuseumonondon・orguk/Enghsh/AboutUs／
（８）http://www､museumsassociationorg／ 
（９）宮城まり子2002『キャリアカウンセリング」駿
河台出版社
(10）渡辺三枝子2003「ジョン・ホランド」「キャリア
の心理学」ナカニシヤ出版（渡辺三枝子編著）
(１１）本稿では、学芸員は管理職を含めて、学芸業務
を担当する博物館職員と定義する。
(12）JaneRGlaser,ArtemisA､Zenetou,ibid,ｐｐ､７０ 
(13）集計法は、インタービュー内容から、各項目の
パーソナリティに該当することが著しい場合は２点、
認められる場合は１点として数値化した。
(14）村上龍の公式ハローワークサイト(http://www．
注
（１）深川雅文「学芸員になるには』（なるには
BOOKS）ペリかん社、Dai-X出版編集部「なりたいⅡ
学芸員・司書一よくばり資格情報源…取り方＆活用
法！（ライセンス・ライブラリー（24))、村上龍の公
式ハローワークサイト（http://www､l3hwcom/jｏ 13hW・com/job/０３０３０１.html）￣￣ 
b/０３０３０１.html）など。
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